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‡　経じ虎に

今回の教育改革の理念臥　学校・家庭・地域ガ教育に果たすそれぞれの役

割を見直すとともに，教育力を高めつつ連携・協力し二　地域くるみの教育を

推進してこそ実現するものである。

このため，本市においては，学校ガ地域活動の拠点となり，地域くるみで

子どもたちの育成を進めてきた教育風土のもと，学校評議員制度の全校実施

をはじめ「開かれた学校づ＜り」の先進的な取組を進めており，子ともたち

の豊かな成長を目指す学校づくり，豪産・地域づくりに大きな成果をあげて

いる。

今日，学校評価は，こうした「開かれた学校づくり」の成果をさらに発展

させるここを目指さなければなうない。

学校ガ，家庭・地域への働きかけを含めた各校の教育活動についての達成

状況と課景を明うかにする「自己評価」ここもに，その結果を家庭・地域に

説明しつつ保護者や地域の声を学校運営に反映させる「外部評価」を計画的

に行うシステムこしての学校評価の実嘩である○

周時に，この双方向の営みを通しこ　子ともたちの現状・課意を共有しな

ガう，・学校▲家庭∵地域ガそれぞれの教育のあり方を見直し∴象庭守地域ガ

学校を高め，学校ガ豪庭・地域を高める関係を学校評議員制度との両輪によ

，り構築していかなければならない。

も．とより，これまでかうも，年度末や学期末において教職員の反撃という

形での「自己評価」，また，学級懇談会や個人懇談，PTAや地域諸団体の

会合などの場で意見を聞くこいう形での「外部評価」は行われてきている。

各校臥　こうした取狙の現状を肯定するここなく，学校・家庭・地域の双

方向の信頼・連携ご結ばれた確固たる関係の構築と，一人ひとりの子ともた

ちを大切にする教育活動の創造に向け，それぞれの教育課宅や子ともたちの

美恵，地域の状況に応じた学校評価を実施していかなければならない。

本冊子は，平成15年度ガうの学校評価システムの全校での実施を目指し，

各校での具体的な取組や研修・研究の推進を図るため，実践研究協力校での

取組と京都市新世紀教育改革プロジュつ卜「学校評価部会」における協議内

容を現時点で絵括し，中間まとめとしたものである。



言　草接辞褒芯つ打て㊥萎瑳餞庵考え方

〔拉卿　　　　　　　　　　　　　　〉
学校教育活動は学校数青目標の実現を目指す営みである0その充実・向

上を図り・学校数育目標の実現をより確かなものとしていくために臥学I■

枚数青活動の成果と改善すべき東海を囁確に有紀迄もに，家卑・地域の
課題も含め－その解決の方策を構築してと、くヱ′迄ガ重要である。

学校評価の目的lよ，学校自うガ，そ熱雷れの学校教育邑漂の妻成糊黍伊

子ともたちの美恵のうえにたっこミ学を絵翫半数職員一人ひとりの段階で

明らかにし・その結果を学校数育藩動の充鼻・向上につなげていくこ題
ある0　　　　　　　　　　　、・・．　　　　　　　　　　－

も＿

建と学校評価の対象

学校はチビもたちの豊かで健やガな成長を目指す各校の教育方針

に一体となり⊥学校数育目凛の実現一三向けた親哉的・有塩的な機能

することガ必要である0・　　　　　　　　　　　　　慧藤一

このため・学校評価乱数育課程の編成とその実施状況にと

家庭・地域や関係語機関この連携，また∴校務分嘗や校内研修・∴研磨

算編成や執行∴施設・設備の管理なこ学校ガ行うすべその活動者対

して行われるべきである0　　　　　　　　　　　　　　　ニ盛

もとより・学校教育活動の中核は日々め授業であ香○＿登校ガ自らめ教

課程の実施状況を点検し，その結果に基づき教育課程や指導計画∴指導蛎一ノ

法等を見直して改善していくここ軋一学校ガ担うべき基本的機能で酌ミ
同時に教員の職務である。

教育課程の編成と実施に関わる評価について臥子ともたちの変容やつ

ますきなどを明うかにする学習評価を通して行う教員［人ひとりの自己点

検の積み重ねガ不可欠であり，学校評価は，こうした日々の取親とエ体と
なって進めることガ重要である。
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（31学校評価の実施

評徳項昏雇幸感教育活動の全般にわたることになる。しかし．そのすべ

てを網羅的に列挙して評価するのではなく・各校の教育目標や特色，子ど

もたちの課悪などに応じて精選するとともに一年度ごとに見直していくこ
こガ必要である。

また・年1垣の評価を行うこい亨た方法は学校評価の目的を達成してい

くうえで有効と凱、えない0むしう，年一国の慣例こして形骸化する恐れ
すうある¢

このた軌・評価項目の内容に応じて評価する時期や評価者を年間を通し

て計画的に配置し・年度内での教育活動の充実・改善を図るなこ即効性

と柔軟性を発拝することガ必要である0その際に臥過去の状況との比較

をふまえた評鵬果の分析を行うなこ1年ここの侶々切取琴平鱒寧く，
継凝性の怒る学校評価としていくことガ重要であるご

（4）学空評価の評価者

学校評価にます求鱒うれているの乱数職員による「自己評価」を通し

た公教育の凱時としての「行為責任」の明確化である。

公教育は／子どもたちや億′害者・市民の昏頼により成立レその着果に

はその主体性とついて責任を負うベーき立場にあるとの自覚に墨っき

自律性のもと－イ自己評価」に取り魁まなければなう凱l。

また・一挙投評価軋保護者や地域の方などの「外部評軋を含むもので
ある。

「外部評価」軋

なうない。

学校の「自

の評価を通しこ保護者や地域の方の教育への関心を高めつつ，学校運営

への参画を促進していくものである○同時に・家庭・地域ガ教育に果たす

役割についての認識を高め∴学校・家庭・・地域の役割を明確にしなガら，

地域くるみの人づくりの取組を推進していく我点かう取媚まれなけれ－ば

－3－

に客竜性を持たせると－ともに，そ



3　学校茅肇Q今8鞄等葦腰

（1） 特色ある学校づく

今臥学校に臥　画一的・形式的な平等ガう違いを認め合い偲を尊重す

る教育への転換を図り，子どもたちガ自らの可能性を最大限に発揮できる

力を育成するここガ求めうれてい藩。■

そのために払　いわゆる「横並びの学校」こいわれる現状や教え込み中

心の授業，「学級王国」こ呼ばれる状況を克服し，子どもたちのよさや可

能性を積極的に引き＿出し，伸長させることを目指した創意工夫ある教育活

動を展開するここガ必要である0　一

学校評価は，こうした教育改革の目指す方向こ軌を一にして取り阻まれ

るペ竜ものである。従つこ　それぞれの学校においこ子ともた石や地域

の実態及びそれをふまえた特色ある学校づくりを推進する見地ガら一瓢こ人

ひこりの子どもたちを大切にする教育活動の創造を目指して実施す

のであり，決しこ　統一的な評価項〔引こよって学校を序列化す

ってはなうない。

纏摘輝　　　　　　　　　∴離轍療ヤ㌍瀞
今日，授業時間の弾力化や選択教科の時間数・教科枠の並太ご’・さ無援琵，

「縫合的な学習の時間」の実施なこ　学校教育活動における学校鉛裁量権

ガ拡大されており．また，学校と教育委員会この関係においても，澱学校の

哲理運営についての裁量権の拡大ガ闇うれてきている○　　　　‘置

こうした見直しlま，学校ガそれぞれの教育理念・教育方鈍に題コき，子

どもたちの課彦や地域の状況に応じた特色ある教育課程を編成へ土臭践する

なこ　自主的・自律的な学校運営をこれまで以上に可能こするものである0

しかし，裁量権の拡大は責任の拡大と表裏一体をなすものであり，教育

改革ガ意図する自主的・自律的な学校運営の確保は，学校の「説明責任」

と「行為責任」の明確化を求めるものである。
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（3）「開＿かれた学校づくり」と説明責任

今日．学校・家庭・地域の連携・協力による地域くるみの教育に向け，

「馬ガれた学校づくり」ガ進めうれている。しかし，「開かれた学校づく

り」は学校施設の鰐故や学校教育法動の義明，学校教育涛動への支援なと

の取範を最終の目的とするものではない。

「開かれた学校づくり」臥　学校・家庭・地域ガそれぞれの役割を果た

，しつつ連携・協力し，その結びつきを強めるなかで地域くるみの教育のさ

らなる充実を目指オ車中である。　　　　　　　，

その基盤を構築するのは学校への信頼に他なうす，学校は，保護者や地

域の教育への期待を受け止め，学校数育目標や教育計画，具体的な取狙の

実施状況，さらに臥改善すべき課題とその解決の方策及び家庭・地域に

求める諾意を説明し，その評価を得ていくことガ必要である。

ヰ　学校穿倭を藁頗る上で匂留意点

（1）教職員の共通理解

学校評価華美効性あるものにしていくために臥　学校評価の目的・内容
．一汁

はもちうんのこと，なによりも，学校評価の今日的な役型を教職員一人ひ

こリガ十分に理解することガ必要である。その際に臥　「なぜその評価項

目を設定したのか」－「評価を右うときの基準」慮どについても◆共通理解す

るとこもに，教職員一人ひこリガ評価の主体であり同時に客体でもあると

の認識を確立するこ・こガ重要である。

（2）目的の設定

学校評価は学校数育活動の充実・改善を目指すものである。その際．に軋

学校評価の実施を通して，学校としての改革や充実していくべき課題なと

を明う利こし，教職員一人ひとりガ目的意識を持って取り狙んでい＜こと

ガ必要である。



【実践研究協力校が設定している目的】

き①　教育改革推進に向けモ狙凝改革にうなげていくd
自重②　教職員一人ひとり－ガ担う役割についての責任感や学校運営の
己…　主体者であるこの自覚を高める。
評…③J計画巨実践・評価・見直しのサイクルを年風通して実感し，
価…　達捗状況の把握と修正を迅速に行う。

妄④　学校数青白標を実現するうえでの課題を焦点化し∴その克腰
；に向け蘭動体利で取り組粛ム

．＿＿．－＿．．」．．＿●．＿．．－＿．＿．．＿．＿＿．．．＿●．－■．・●，・－・◆・－・・－・・■・・－・・－●●一・・－・・■●．一◆●＿．．．＿．．＿…＿＿－＿＿一＿…．●＿．●．．＿．．．＿．●＿．．－．．＿．．＿．．＿－．＿．．、＿＿．．＿．．－－●＿．＿＿．．＿●，＿＿＿＿．．＿－．．＿．．＿●一＿…＿

・－－●・一・－「－、■●●－－●－●●－、●一●‾‾“‾‾－‾－一‾◆◆‾■一‾…‾－●‾－’‾－●‾－■‾、◆‾●●‾●－‾◆－－●●■一－‾●■－－●■◆一－●●一◆●■■●－●■－－●一●◆一●■－t●一■■－●－■－●－●●－一－－－●一一●■－－■●●－●－－●－一一－■●■■■●一●一■

…①　子どもの課題をより多面鱒・具体的に把握する農機とする。′
外…②　育むべき子とも像を共有レ，イ家庭・地域の複軌こついての認
部室　論を高める。　　　　　　　■’
評…③　学校かうの情報発信のあり方を見直し，学校の取狙への関心
価…　を高める。

…㊥　保護者や地域の靡い・期待を把握することを適しこ　地域の
；学校こしての責任を明確にする。

l　－γ　，－・
●

（3）校内体制の整備
‾‾　　　■l一　　■■　l　■‾‾■‾‾‾l

学疲評価は校務を司る校長の権限と責任において行われるべ壱ものであ
1ナノ

るQしかし，その目的や内容を共通理解し，また，学校評価の毛果を全教

底員由のとし子い＜ために臥壷校長を中心として垂痘藩如企画・立
案∴結果の分析こ課題・改善策の明確化などを行う校内体制を確立してい

く…ここガ必要である。

【A万＼学校】
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【実践研究協力校における体制】
［B小学校］

務教案立

理
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討…企画運営委員会
l
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評価項目の作成童各校務
1　　　－

評価票の作成…敦－－一斉

≡：芸…教務
1　　　　一

分析・改善策…各校
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5∴邑己穿褒廃案轟に義患っ石

（1）評価項目の準成

評価頓首劇作成に当たって臥評価対象の整理こその評価対象をとの側

面かう評価するのか・いわば評価の観点の決定ガます必要である。

各校において臥それぞれの教育日標や課真一子ともたちの実意などに

応じた学校評価とな・るよう，評価対象こ笥点及び複数の評価の視点を作成

することもに∴校内での研修を通して共通理解を図るここガ必要である。

参考資料として渇載している「京都市立小・中学校，学校評価参考例

（案）」（以下「参考例」）で駁撃校評価を行うに際しての評価対象を，

それぞれの評価の竜点こともに「教育課程の編成と実施」で10項目，

「教育課程の編成と実施を支える語草件」で7朋を例示し貫いる。

「参考凱の「教育課程の編成と実凱では評価項目を3つの視点かう

作成している0第一は「教職員ガ学校の狙絶とし亡の観象の達成度を評価

する視点」そあり∴発ニガ「教職員ガ自うの役割・職務を果たしているか

－を評価する視点」である0、第三は「子ともたちの美恵に照うして評価する
視点」である。

「子ともたちの実意に照うしての評価」ガー「教職員ガ役畜卜職務を果

たしているかの評価」に客竜性を満たせることにつ恵方り，さうに，その

結果ガ「学校の狙織としての機能の達成度の評価」に客観性を持たせるこ

とにつなガ号ことを十分に認識しゝ学校評価の年間実施計画を策定してい
くことガ必要である。

（2）評鱒結果と分析

評価結果軋、「できている」なう「との程度できているの別「できて

いない」なら「この程度できていないの机を明らかにするものである。

従つこ評価項目の達成度を測定する評価の判断基準について軋他の学

校や教職員との比較でないことは当然である。

評価結果の分析払いうまでもな＜数億の集計を意図するものでは凱1。

集計された数値結果をもとに，「なぜその状況にあるのか」も含め，達成

できていることや有効に機能していない状況を導さだすものである。

－7－



例えば，十分に達成できた原動力や十分に機能していなガフた要因なと

を協議・検討し，改善及び充実に向けた方策へつなげていガなければなう

ない。そのためにも，「なぜそのような評価を行ったのか－」その根拠や理

由を唄うガにする記述瀾を併用することガ有効で即卜また，このここを

通しこ評価の判断基準についての教職員の共通認識を形成するここガ必

要である。　　　　　く一ケ

なお，実践研究協力校では串のような表記により，評価羞果を明らかに

しているガ，判断基準ガ3段階より4段階の方ガ評価結果ガ明確になるこ

考察している実践研究協力校もあ層る0∴

【実践研究協力∴校における表記】
【C小学校］　　　　　　　　［D小学校コ

4　で　き　て　い　る

3　とちらかこいえばできている
2　どちらかといえばできていない
1　で　き　て　い　な　い

A　よ　く　で　き　ている
B　おおむねできている
C　不　十　分　で　あ　る

島　外穿辞億の案鹿にあだって

（1）外型評価の必要性

学校ガ主体性を発揮し，「特色ある学校づくり」や「開かれた学校づく

り」の推進などの今日的な課真を達成してい・くうえで－学校評議員や保護

者・地域の方の意見を学校運営に反映させる取組の推進ガ求められている○

公教育の役割をより明確にし，教育活動に対する客観的な評価結果や具

体的な改善点，改善の方策を得るうえで・保護者・地域の教育に対する熱

意や意見，また，学校数育活動についての理解をとれだけ得ているのかを

的確に把握するここガ欠かすここのできない課題である0

また．このここを通しこ学校ガこれまで以上に家庭・地域に開かれた

存在となることもに．学校の目指す方向や取狙の状瀞こついての理解を得

て，双方向の信頼を築き・学校・家庭・地域ガそれぞれの役割を果たすな

かで連携・協力し，地域くるみの教育を推進していかなければならない0

（2）情報発偏と外部評価

学校評議員を含屯保護者・地域の方なビガう．より客観的な評価を得て

いくための鍵は学校かうの説明こ情報発信による「説明責任」の遂行にあ

る。学校ガ評価者に対しこ　評価項目に関する情報を適切に提供していな

ければ．評価者は「評価不能■」こいう事態に陥ったり，曖昧な判断や誤つ

た評価を行うことになる。

本市において臥　これまでガらも，学校だよりの地域回覧や掲示，学校

のホームページの開設，普段着の学校の様子を家庭・地域に公開する「自

由参観日」なとの取組を進めている。

今後においては，「外部評価」を通しこ　こうした取組ガ学校か・らの情

報発信の目的をとの程度達成しているのかを把握し，充実を因っていくこ

とガ必要である。

（3）外部評・価の形態

「外部評価」の実施に当たって臥　例えばt　次のように様々な方法と場

面，そして評価者ガ想定される。
‾一■■■●●…●●…●●●・－●●－－■●一■●－●●■■●●－●●一疇■●…■●■■■●■■■■■■■●●　“　●…●●■－●●・●■●■■●●－■■●■●…■■一●＿■●●●■■－●一＿＿●－●●、　●●●＿●．－●●一＿◆●■－◆■t■■●●一■●●－■●－■■－●●一●●一■●●－●－●－●■　　　　“　　　　‥■－●▲一－・●●

；①　評価項目を保護者等へ「アンケート形式」で配付・回収し，意見
l

：を集約するム
ー

…②　学校の「自己評価」結果を説明したうえで記述や口頭での意見を
l

；　集約する。
l

…③　「自己評価」と「外部評価」の両方の結果を学校評議員やPTA
l

：の方に説明し意見を集約する。■
－－，－●●・－●■－■●■－■●－●■－－●・－…－●●－●●一●■一■●■－◆●・－■－●一、●一■●一●一一－■●一－●－－●■－■＝●－－●－●●■▼●一●◆一－－■■●●－■■－■■一●●■■●●一■●■－■●一＝－●●一●●●■■…■●－●●一…－●一■■＝■■－●■一●●●－小一●●・一●－－●●一・●－●●一－●●

との形態をいつ証に行うガは各校ガ主体的に決定していくべきここであ

るガ，一つの形患のみではなく，また，学校ガ評価を依頼する目的や意図

について保護者や地域の理解を得なガら，できるだけ広く・多様な「外部

評価」を行うことガ望ましいここは言うまでもない。

（4）外部評価項目の作成
■■　■‾‾　　　　　　　　　■■■■■■■　　　■■■■■

評価を得る項目については，厳選していくここガ必要である。余りにも

項目ガ多ければ，そのここ自体で評価する意欲を減退させてしまうことに

な予0

－9－



評価者に応じた評価項目

保護者こ地域の方で臥．有レ乞 いる挙鼓情報の種類こ量，さうにほ

学校教育，子ビもた右の教育に対する関心や期待の範囲駐必ずしも一

様でない○

例えば，保護者は「子ともたちは楽しく学校に行っています別こ

いうような子どもたちの様妄や成長についての評価率窃笹鱒軍えやす

いガ，地域の方は答え難い0また・「わかりやすい授業を夢廃してい

る」こか「健康・安全に十分に配慮′している」こいった評価項計ま一
●●・・一

実際に学校での教育活動を一見乱し在ければ・保護者でも容易に判断で

きす，地域の方にこってはなおさらである0

焦点化・集中化と具体化

評価項目を重点的な取組や特色ある取狙などに絞りこむ焦慮化・集

中化を行うここガ有効である乳あまりに抽象的な項眉を網羅するこ

こは「評価不能」や曖昧な判断結果を生み壁すことになる6

例えば．「開かれた学校づくりを進めている・」∴といった評価項日で
▼

臥「開かれた学校づくり」に対する個々のイメージに違いガあるの

は当然であり／情報発信や施設開放一地域活動この連挨など∴異体的

な取親への評価を得ていかなければ－教育活動の改善・充峯卒中苓刻

な連結は図れない0

③　家庭・地域の．役割の頑痙化

教育は，学校・家庭 地域ガそれぞれの役割を果たしてこそ万全を

期し得るものである宣∵

「外部評価」の実施にあたって臥学校の教育活動への評価ことも

に，家庭・地域の教育機能のあり様や家庭・地域に伺を求めるのかを

明らかにし，そ・の達成状況についての学校としての評価や家庭・地域

への要請を具体的に提起するここガ重要であるq

実践研究協力校では，「家庭・地域は学校数育に対し，それぞれの

役割を果たしている」「家庭は子育ての役割を果たし，学校こともに

教育を進めている」「集団登校，持ち物を大切にすることなとへの声

かけガできている」などの項目ガ設定されている0
－10－

また．「アンケート形式」による「外部評価」臥　配付こ回収こいう過

程のなかで行われ，‾‾意思の疎通ガ函りとくい状況ガ生じることになる。こ

のため，「評価不能」こいう評価若菜を暴か限にこどめる創意・工夫を行

うことガ不可欠である。

その取巌事例こしては，次のような方法ガ考えうれる。

…①　PTAや地域．学校評議員など評価対象者こなる軍の意見を．評
Il

…　価項目の作成に反映させる。
l

…②　「わガらない」こいった選択肢とその理由を記述する「稲」を設
l

ミ　け，次の「外部評価」へ活ガしていく。
l

…③　その頃馴こついての評価を得ようこしそい恐理由を，，▲鹿茸華や地

；域の方などに周知する。

（5）外部評価線暴政発信
．　　　　．．　　　　　■　．　・■　　　　　■　．．ナ

「外部評価」の結果をはじめ「自己評価J．との格差こその格葦を生じさ

せている要缶の分析や．また，．三れらのここに基づいて充実・改善した内

容や取組なとを広く，零度・地域に発膚していくことガ必要セある。

そのここガ，∴僅忍者や地域の方ガ次の手外轟辞価」を行うに際しての重

要な判断基準の－一つとなると同時に，学校数育への開心を高めつつ，家庭

・地域の教育のあ甘方を見つめ予契壕こ皐なる0／

また．■「外部評価」の結果をふまえ，学校の「自己評価」の項目を追加

・変更するなビレて∴両者の塵勅を色臆し，…学校評価の飯ぬを推進してい

くここガ重要である。
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ルイ

1　学壕評■駈を求める動き　　　‘■せ

（1）中央教育書議会答申［平成10年9月］

「今後の地方教育行政の在り方につtlて」

（2）教育課程審議会答申［平成12年1，2月］

・「児童生徒の学習と教育課程の実施状況の評価の重り方について」

（3）教育改革国民会ま報告［平成12年12月］

「教育を変える1■7の提案」

（4）中乗数青書議会答申［平成14年2月］

・「今後の教員免許制度の在り方について」

2　京都市立瓜・中学夜　学校評価参考例（妾）

（1）教育課程の編成と実施に関する自己評価

（2）教育課程の編成こ実施を支える諸条件に関する自己評価

（3）外部評価

3　学校評価システム基本図（案）

4　実践研究協力校の取狙の概要

－12－

中央教育者蔑会答申［平成 10年9月】
の地方教育行政の在り 方について」

第3車　掌絞め牒主性・自律性の確立について

6　地域住民の学校運営への参画

学校が地域住民の億掛ここたえ、家庭や地域が連携協力して教育活動を患閑するために

軋学校を開かれたものとするとともに、学校の経営責任を明らかにするための取組が必

要である。このような観点から、学校の教育目標とそれに基づく具体的教育計軌またそ

の実液状現についての自己評価を、それぞれ、保護者や地域住民に説甲することが必要で
ある。

また、学校・家庭・地域社会が連携協力し、相互補完しつつ一体となって子どもの健や

かな成長を図るため、各学校においては、PTÅ活動の活性化や学校区内の各地域におけ

る教育懇談会の開催などにより家庭や地域との連携が図られている。今後、より一層地域

に開かれた学校づくりを推進するためには学校が保尊者や地域住民の意向を把握し、反映

するとともに、その節カを得て学校運営が行われるような仕敦みを設けることが必要であ

り、このような観点から、学校外の有識者等の参加を得て、校長が行う学校運営に園し幅

広く意見を聞き、必要に応じ助言を求めるた■め，地域の実情に応じて学校評語員を設ける

ことができるよう、法令上の位置付けも含めて検討することが必要である。

また、学校評議員には、学校運営の状況等を地域に周知することなどにより、学校と地
域の連携に資することが期待される。

具体的改善方策

（拳育計画等の保護者、地域住民に対する説明ト【

ア　各学校においては、教育目標や教育計画等を年度当初に保尊者や地域住民に説明

すると－ともに、その達成状況等に関する自己評価を実施し、保簡者や地域住民に説

明するように努めること。また、自己評価が適切に行われるよう、その方法等につ
いて研究を進めること。

（学校評議員の設置）

イ　学校に、設置者の定める・とこうにより、学校評議員を置くことができることとす
ること。

ウ　学校評議員は、校長の推薦に基づき教育委員会が委嘱するものとすること。

エ　学校評議員は、校長の求捌こ応じて、教育活動の実軋学校と地域社会の連携の

進め方など、校長の行う学校運営に関して、意見を述べ、助言を行うものとするこ
と。

（学校評議員の構成）

オ　学校評議員については、学校の種類、目的等に応じて、学校区内外の有識者、関

係機関・青少年団体等の代表者、保護者など、できる限り幅広い分野から委嘱す左
ことが望ましいこと。

（意見交換の機会の設定等）

カ　校長は、必要に応じて、学校評議員が一堂に会して意見を述べ、助貫を行い、意
見交換をする機会を設けるなど運営上の工夫を講じること。
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教育課毎春欝会答申［平成12年12月ト
▲●▲「■

学習と教育課皐の実施決寵の評価の在り方について」r児童生徒の学習と教育

第4＼章　教育課程の実施状況等から見た学校の自己点検・自己評価申推進（削・

■■

・．＿．丁

ア　各学校が、児童生徒の学習状況や教育課程の実施状況等の自己点検・自己

評価を行い、それに基づき、学校の教育療程や指導計画、指導方法等につい

て絶えず見直しを行い改善を図るこ皐は＝、学校の責務である。
一一・・・一

イ　各学校が行う自己点検・自己評価の内容としては、教育課程の編成状況・
●■一J

実施状況、指導方準や指導体制の工夫改善の状況、児童生徒の学習状況等が

‾ぁるが、具体的な項目、方法等は、各学校や設置者が地域や学校の実態に応
じて適切に工夫する必要がある。

ク　各学校における自己点検・自己評価に当たっては、学校評嶺員制度を活用

することなどにより、結果を保護者や地域の人々に説明することが重要であ

る。また、点検・評価の実施に当たっても、保守者や地域の人々の声を参考

に進めることが大切である。

エ　今後、各学校における自己点検・自己評価が道断こ行われるよう、関係機

馴こおいて自己点検・自己評価の内容、方法、公表の在り方等についての研

究開発を進めることが必要であり、それらに基づく各学校での実践を進める

ことが期待される。

（1）各学校が、適切な教育課程を編成・実施した上で、児童生徒の学習状況や教育課
程の実施状況等にづいて自己点検・自 己評価を適切に行い、それに基づき、学校の

教育課程や指導計軌指導方法等について、絶えず見直しを行い改善を図るてとは、

学校の責務であり、極めて重要な課潜である。各学校が自己点検・自己評価を行う

ことは、学校の自主性・自律性の確立と学校の鹿骨責任の明確化にも資するも？で
ある。

各学校が、児童生徒の学習状況についての学校全体の状況を自己点検・自己評価す

ることは、各学校の行った目標に準拠した評価の籍呆を点検・評価することになり、

それを通じて各学校は、目標に準拠した評価の客観性や信薪性を高めることが必要
である。

－14－

（2ト各学校雇おける教育課断案施状況等の自己点検・自己評価軋各学校の教育目

凍等に鮎し、校長の責任の下に行うものであるが、具体的にどのような項目をど

のような方法で評価するかについては、それ自体が各学校の特色になるとも考えら

れ、各学校や設置者が地域や学校の実態に応じて適靴工夫する必要がある、。

以下（略）

（3）（4）・‥・・略

（5）各学校において教育課程の実施状況等の自己点検・自己評鹿為進めるに当たって

は、学校を地域に開かれたものとし、家庭や地域社会との連携を深めるという視点

が重要である。薪しい学習指導要衝等では、「総合的な学習の時靴が創設さ・れる

など特色ある一学校づくりが求められており、教育活動の計画や実施の場面において

保護者や地域の人々の壌カを得ることや、学校の特色を保護者や地域の人々に説明

するなど、開かれた学校づくりを十層進める必要がある。

このような観点から、自己点検・自己評価の実施に当たって臥学校評議員制度

を活用することなどにより、保護者や地域の人々の声を参考にして進めるとともに

その着果を－、瀕漢音や地域の人々に説明し、意見を聞き、その後の教育課程の編成

や指導の改善に反映させ、保筆者や地域の人々の協力を得て教育活動を展凱てい
くことが、必要である。

なお、自己点検・自己評価の公表については、地域や学校の実席に応じて、各教

育重点会等に恩いてその在り方を検討することが望ましい－∴また、△表に当たって

は、序列化などの問題が生じないよう、十分留意する必要がある。

以下（略）
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教育改革国民会嵩報告［平成12年12月】
一－＿．1

＿教育を変える17の提案　－

4．新しい時代に新しい学校づくりを（抄）

j′

◎地域の信頼に応える学校づくりを進める

学校、特に公立学校は、努力しなくてもそのままになりがちで、内からの改革がしに

くい。地域で育つ、地域を育てる学校うくり■を進める。単一の価値や評価基準による序

列社会ではなく、多様な価値が可能な、∴乱発性を互いに支え合う社会と学校を目指すべ

きである。

草書

（1）保護者は学校の様々な情・報を知りたがっている。開かれた学校をつくり、説明

責任を果たしていくことが必要である。目標、活動状況、成果など、学校の情報

を積極的に親や地域に公開し、学校は、裁からの日常的な意見にすばやく応え、

その結果を伝える。

（Z）各々の学校の特徴を出すという観点から、外部評価を含む学校の評価制度を導

入し、評価結果は親や地域と共有し、学校の改善につな‡ヂる。通学区域の一層の

弾力化を含め、学校選択の暗を広Iヂる。

（3）学校評磯貝制度などによる学校運営への親や地域の参加を進める。良い学校に

なるかどうかはコミュニティ次第である。コミュニティが学校をつくり、学校が

コミュニティをつくる。

（4）親が学校の活動やpTA、地域の教育活動に時間を取れるようにするなど、企

業も協力する。
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中央教育審蔑会答申【平成14年2月】

r今後の教員免許制度の在り方について」

4　教員の資質向上に向けての提案

（3）信頼される学校づくりのために

信頼される学校づくりには，学校は保護者や地域住民に積極的‘に情報を公開し共通

理解を得る努力が不可欠である。このため，校長や教員には説明責任を果たす力量の

向上が不可欠であるが，このような力量は，組織としての学校づくりを進める中，主

に日々の職務によって形成し得るもので串り，また，学校が日常的に地域に開かれ，
外から常に親られる環境にあることも必要である。したがって，学校と学校外との双

方向のコミュニケーションを拡充することが必要であり，次のようなことが求められ

る。

①　学校からの情報捷供の充実

学級担任には，学校及び学級の教育目標，授業の進め方や子どもたちの様子，－　こ

れらの教育成果等について保護者に十分説明し，保護者の意向も把握しつつその理

解を深める日常的な努力が極めて重要である。このような教員の努力を支援する校

長のリーダーシップに期待するとともに，教員一人一人は，このような説明責任を
果たす力量の向上が必要である。

②　授業の公開の拡大

保護者や地域住民の学校への理解を深め，その信頼が得られる学校づくりには，

予定された日時ではなく，いっでも保護者や地域住民が観にこれるよう，授業の公

開を拡大していくことが最も効果的な方策である。

③、学校評議員制度等の活魚

地域住民等が学校運営に参画する仕組みである学校評議員制度等については，そ

の設置が一層促進されることが望ましい。また，校長は学校評議員に対し学校の活

動状況等について十分説明を行って，学校の教育方針・琴育目標や成果についての

共通理解を図るとともに，学校運営に対する提東や提言をもらうよう運営されるこ
とが必要である。

④　学校評価システムの確立

学校と学校外との双方向のコミュニケーションの成卑を確実にするため，学校の

自己点検・自己評価の実施とその結果を保護者や地域住民等に公表する学校評価シ

ステムを早期に確立するこ■とを揉言する。各都道府県教育委員会等において，学校

や地域の実情に応じた評価を行うための具体的方策について，先進的な取組を参考

にしつつ，調査研究を進め，、自己点検・自己評価の実施とその簿果の△閑の進展に

併せ，外部評価が加味され，外部評価の導入へと段藤的に進めていくことが求めら
れる。

⑤　新しい教員評価シスデムの導入

教員がその資質能力を向上させながら，それを最木隈発揮するためには，教員一
人一人の能力や実績等が適正に評価され，それが配置や処遇，研修等に適切に結び

つけられることが必要である。このため，各都道府県教育要員会等において教員の

勤務評価について，公務員制度改革の動向を’踏まえつつ，新しい評価システムの導

入に向け，早急に検討を開始することを提言する。
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京都市立小・中学校　学校評価参考例（義）

≡1 教 育 課 嘩 甲 鱒 成 と 実 施 に 関 す る 自、己 評 価

温点 ＿＿・
手 …ど も‾軍 家層 ・地 域頂

長 のカ かわ リ 子 ど も との かこか わサ ー

1
学校 教 育 目標

の設 定 と実現
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学

りや す い 表 現 に な…っ て い ます
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く
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ま
寧
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昧
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目

・学級 目傭 ふ ま えた 経営桑
計画 を編成 して い草すかご＿ち

療「

・＼i　　　　　　　 ㌧ゝ

2
教 科■の指 導

年 間 指導 計画
夷 ‘■施 計 ・鱒

基 礎

噂 寮

な っ

：額 の趣 旨 を実 現 す る 計 画
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評 価 対象 　　 視点

観 点

総　　　　 括 教職 員 のか か わ リ 、子 ど もの とめ か かわ リ

5

年 間指 導 計 画

学 習 指 導 要領 の趣 旨 を生 か し． 子 ・ど もの 興 味 ・関心 ・ね が いや 子 ど もの 興 味 ・関 心 トね が い －を 生
子 ど も‾り発 達段 階 に■ぁ っ■た 摘 草

計画 に な ってい ます か

地 域 の 教 育 資源 等 を 生 か した 指

導 計画 を共通 理解 して います か

か した 指導 計 画 にな って い ま■す か

指 導 の 工 夫

各 教 科 で 培 わ れ た 基 礎 基 本 の 内

容 を も とに ， 自 ら錬 磨 を 見 つ け

・地 域 や 学校 ，■手 ど もの 実 態 を踏

ま え ， 創意 工兵 を 生 か し．た 教 育

総 合 的 な 学 習

の 時 間

考 え ， 解 決 す る 資 質 や 能 力 を育

て る活 動 を行 っ■て い ます か

活 動に．努 力 レて い ますか

子 ど も の興 味 ・関 心 を生 か し， 子 ど もの 意 欲 を 高 め 間増 解 決 的 子 ど も 自 らが ∴ 意 欲」附 に 開一題 解 決－
問題 解 決 的 な学 習 に な ？ て い‾・ま

す か

な学 習 に な る よ．うー支 壊 して い ま

す か

を図 る学習 とな っで ¢．、ます か ・

6
選 択 履 修 ・

年 間指 導 計 画

子 ど もの 興 味‾・＿関 心 ・ね が い を

生 か した 年周 指温 町 酎 こな っ て

い ます か

選 択 履 修 の 帽 の拡 大 が 図 られ ，
適切 な 選・択 教 科 の，持 寄 を 展 開 し

て います か

指 導 ？ エ 夫

子 ど もの 個性 や ね、が い が 生 か さ 子 ど も．の個 性 や ね＿が い が生 き る二子 ど もは－∴ 選 択授 業 に つ い て意 欲

れ る＿掃 導 の 工 夫 が され て い ま す 指 導′の 工夫 につ い て の共 通 理 解 他 に 取 り組 み′．充 実 感 を 味 わ っ で

か ・が 図■られ てい■草す か い ます か

7
学 校 行 事

年 間指 導計 画

学 校 の∵特 色 ㍉隠域 の特 色 を 考 慮

し，子 どもが興 味 ・一関 心 を もち，
積 極 的 に参 加 す る年 間指 導 計 鱒

にな って い ます か

子 ど も ・地 域 の 実 態 か ら 自主 的

・‾実 践的 な 活 動 に つ い て 共 通 理
解 してい ます か

実 施 の■・状 況

学校 の特 ．性 や 地域■の＿特 色 を 生 か 子ゼ も た ち．が、興 味 ・関 心 を も ち 子 ど もは学 校 行 事 に 興 味 ・関 心 を、
して学 校 行 事 ■が 実施 され て い ま 積 極 的 に参 加 で きる よ う適 切 な もっ て ∴積 極 的 に 参加 して い ま す

す、か ＼指導 が行 われ てい ます か ■か・
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評価対象‾　　 視点

観点・

総　　　　 革． 教職員のかかわリ 手どもめとのかかわリ

8

生線描導の，

学年相互・学級相互に密接な連カタンセ■リングマインド・をもっ子どもは準職員に■，気軽に相談し

携を保■ち，早期抹腰解決の潜めで子どもに接する取組の意義・ていますか

充　 実 の校内体制が確立＿されています内容について共通理一解＿していま

か； すか

連　　　　 携

校外における専門紆な徴育機関家庭・地域との準携を鳳りなが担任の他にも・卜‾稗儀一していますか

生徒指導 や他校積等と一連■漁せ周りながらら，・一人ひとりの実態－を早まえ

進路掃導 子ども理解を深吟てヤ、ますかご た指導を行っていま＿すか

進　路　指　準

進路指導の系統的＿な指導‾を‘進め子宮も・家庭の理解を図・りなが子どもは，眉■分・■の個性を発揮し．■・
る僚内体制が‾確立されていますら進路指導に当たってい告すか 自己実現への意欲を∵示し七います

か■．　　　　　　　　　 U か

9
評　 価 実嘩の■方線

評価の在り方が‾一共通理解され；評価の観点や基準を共通理解し子どもは，評価が励みになってい
教育活動全般についで評嘩が行

わ‾れ，次の計画に生かレ・でいまノ
すや、　　　 ロ

T いますか 草すか　 1ヽ

1 0
特色ある教育

活動

年間実施計画

子どもたち実態や地域の特色を子ども－たちの翼態や地域の特色予ども‾二の努態‾にあった手旨導計画に

ふまえた一年間指導計画になって

いますか・　　　 弓

にづいて共造理解しノてい壊すか＿’なってい吏すか

指導の‾充実r‾

子どもたち実態や地域の特色等■地域の＿一婦色を生かした一活動を意■子．どもは∴特色■ある取組について
を生かした内容の重点穂が・図ら◆・歯・紆に‾取り入れ‾た牒牒を行宣て理解し積極的l羊参加してい草すか

れていますか いますか



2　教育課稜の編成と実施を支える諸条件に関する自己評価

評価対象 観点 視訂 ≡ ，総 ・　　　　　　 括 ・ 教面長のかかわり

1
経 常 ・組 織

鐘 営 方 針
鹿営方針が，教育活動に反映され．子どもの姿に変 教育日礫達成めための方策を共通理解し，．その達成
容がみられますか・ に向けお互いに協力していますか

校 務 分 掌 ：

教育課膚の解決に向け分掌内容が明確化され，．・具体 各分寧の役割を理解し，その遂行に向けて意欲：的に取
的な活動宜なっていますか り組んでいますか

教育蛛膚を解決す：．るため，組織的に．機能しています 各分掌の遂・行 に当たって教職員相互の連腐 ・調整を
か 図っていますか

学 年 教育 目棟に基づき．、子どもの実態にあった学年・学級 共．通理解をし，敵兵と子どもたちの関係，子どもたち相
学 級 経 営 経営にならていますか 互の関係－を把握し．随時，学年・学級鹿営につ

直しながら間藤解決に努めていますか
いて見

各 種■・会＿議 情報交換と陳腐検討の場としで，有効 に機能してい應 夢・鼻会・部傘の目的‾・■性格が教職員に共清華 解され，
番　 長　 会 ．．すか 相互の連絡・．諷整が図られていますか・

2
研 究 ・研 修

校　　 内■

㈲嗜む研修のねらいや方法を明確にして研究活動■に 学校内で他の教員の授巣をみる機会が多く∴陛賞美陰に
ミ痕り組んでいますかて■ ついて演射する機会を頒極的に放け，子ども申’‾学習に
研 究ヰ研修の組織が確立しており∴計画的に実施さ
れていますか

反映しヤいますか・

校　　 ■外
枚外での研究・研修が計画的・に実施され，自校函初 校外 における研究会や研修会に隠棲 的に蓼．ミ加心十指
舞に反映させていますか ， 導力と琴践力甲向上に努めていますか－

3

家庭 」地域 ・
子どもの珠増を共有するため，校内体制を整え卜組織 家庭 ・・地域の連携イ協力の意義を共通理解し‘積極的
的にr学校を働くJ取鱒を進め七I、草すか に家庭＿†坤域にかかわっていますか

評 一鱒　 負　 －
評 議 鼻 の 意 見 を・．共 通 理 解 し ∴牒計横 取 に‾括 ・評．韓 鼻 の慈・見・・を．，棟∴棒 的 に 自．己・の∴敢1組 に 措

開かれた学校 やゝ一々 う と■・‾トて い ま・すか － か そ‾■ラーと しヤ い‾ます か

他　 嘩 ・稲
予ども■の理解を深め■；るため、∴他の枚海老め漣紡が計 他わ校種セの津携についでの必▲賓性を共．通理解し，積
軒的に図学れていますカナ∴ 率的年率掛 こ窮め・てヤ′＿†まずか、－

他 ■機　 関
子どもの実態 ・扱旛把握と路線解決 に向け，関係 隠 二蘭係諸機関とめ連顔 を図各ための牌報黍換■方準は
機関との連虜 を図っていますか らいて製造痩屈 し」破線的に鱒挿し牽い‾童すカ

来

評 価対象 　 視点

観点

総∴　　　　　　 ■，播 ・二教職 長の・かかわ り－

4 ・
家庭 への働 きか け

家
共

塵 の 果 た す べ き 役 割 と働＝瞳 に り い て の 鳳 々・の 家 庭 め 教鰯 上 の 牒 噂 を 把 握 ＿し．∴ 親 と、

通 理 解 が 圃 られ ：て い，＿ま す か ・ の華 込＿考 を 帝 っ 一寸 い ま す か ‾

子 ど も た ち の 隊 埼 ・を 税 明■：し ，■　′そ の 晩 ＋居∴に 律 儀 着 が．・P T A ＿活 動 や 地 域′の′活 動 に 協」力 す
向■1け た 家鹿 ゐ 役 軋 を ‾捷 秦 ．レ で い■ま す か る■よ う働 き か け ■を し て い．■ま す か

p ↑ A と　と；も に■一家 ■／度 数 育 を「高‾■め一る ‾取 組 を・家∵慮 学骨 や 敬 啓 め 習 慣 が 定 着 す－る よ う■…具 体

進 め 七 い ま す か 的 な＼錬 磨 捷■起 を 行 っ て い ま す か ．、

「基 本 的せ 括 ‾替 恨 J ■■が 定 着 す 卑 よ う親 ‾て牢 の

話 込 卑・を 行 っ て い ま す か

5 ∴
地域への働 き かけ

地 坪
共 通

の 果 た

理 解 が

す べ き■・

図 られ ．

役

て レ

割 と 鱒 層 に つ．い て の

まヽ＿す か
学 校 と 地 坪
が る 取 組 が：

が■連 ．携 と

で き て V

し

ヽ

・子 育 て の 支・壊 が 広

す か∴

子 ゼ も．と 人 が‾奉 れ ＿　う 場 と．■し て の 地 域 保 撞 着や 地 隠 の カ が 地澱 行 事．に 楓 榛・郎 に 協

行 事 の 実 凝 了を．農 兵　 ■し セ い ま す か 九 す ㊨ ．よ ．う‾働 蓉■か ■け－て い1‘ま す か

子 ど も‾が ， 企 ．画 ■・湛 ‾営 か．も 地 域 行‾事 に 参 一子 ど も∴が 進 ん．ヤ 地■域 でてめ 精 励 に＿‾参 カP す・あ 意

加 る よ う提 果 し V ＼ま すか ． 幾・を 掛 隠 し■∴ 地 域 が 家 廃 や 予‾ゼ も へ 鱒 ・き か

け る よ う．働 き か■け て い 溺 す か

6 ■＿

出 納 ・経 理

予 算 編 成

執 行

前 度 の予算 執 行の書・ト価が ．今 年度 の．年 間執行 針 予算 の編成 や執行 に■っ いて共通理 解 が図 られ ，適切

画め 立案 た活かしていますか に処理されていますか ■

教 育

鱒 に

目横 達成

できてい

■の ため．予算滞成 や執行 が鰍．面的 ・的■

草すか

7
施 轡 ・紋 備

校　　　 舎 ．

学 習…効果 を高めるための硯点 から，予 どもが■借用しや 教職員 がそれぞれ役割 分担 し・：効果∴的 に活 用す るとと
す しよう配慮 し〔ていますか ／ もに／日常的 に点線し．適 正な管理 を－していますか

鱒 域■にも積極約一に活用されるよぅ．；．配■威してヤー．増 す か

教 材 ・教 具

各 科 の縛 導即 断 こ基づヤ、て，イ教材 J教 具を 有効 †教職眉 が役割 分 担し，協力して整備 ・管理 に当たって

適 ′ に整備 ・管理 ・活用 していますか いますか



3　外　　部　　評　　価

評価対象 嘉一諾r－用賀
・・保 ‾　 牢　 者－・ 地　 域 ∴の■、方

学 捷 評 議 鼻

1
学校教育目凛

翠　 定

学校教育計標は．子どもや保護者のねがい 学校教育・目棲は．子どもや㌻．地域のねがい
を踏まえたものとなっている を踏まえたものとな■っている．、．

実 ・億

学級 ・学年 目標は，子どもめ実態を踏まえ

たものになっている
学校は，教育力針をわか りやす く伝 え七学腰 はトー教．諷方針・をわか り．やすく伝えてい

る． いる．

2

実　　 態

子 どもは．毎日楽しく学校へ行っている

子 どもは∴授業が楽 しくわか・りやすいと嘗

？＿ている一二・
琴、

生　 ＿，指・

子どもは．学級は楽－しいと育っている 子どもは■，■　堆域で多くキの友だち と漕1勤 し

各教科こ道徳・

特別活動・綺合的
な学習の時間

子どもには上伸のいい友達がいる‾ た・り，鹿んギ り㌧て咤‘る　　　　　 上

子どもに1ま，相紛できる先生がいる■

道　　 徳 子 どもは．進●んで－あいさつが出来る 子 どもは，・横．極的にあいさつをした．り，

礼儀正しい態度がと・れる

総 ．合

子 どもは．自・分で調べた′り，粘 り強く問題 子 どもは∴自分で進んで調べ■た り．■1‾＿学習

を解決したり　しよう　と　している ・ 、したり‾■・し＿ている

特　　 括、 子 どもは．進んで学級や係鱒仕事をしてい．子 ど．もは，．進んでボラ㌢・ティア活動 をし

る　■ ている

3
実　　 態

子 どもたちや地域の実健をふまえた‾特色あ 子ゼ‾もたちや‘地域の実態を・■ふ－まえた特色

特色ある取組　 ● る取■組を‾すすめている＿1－ ある取組をす すめている

4
組織と運営

実　　 億　 ■

教職員は．子どもと一緒＿によく活動 してい 教職鼻は．，子 どもと∵緒によ．く■活動 して

る ・－いる＿∴

子 どもにわ牢、りやすい，ユ大 した授業が行

われている－－
子ど．もーは元‾気よく授農に参加 している

組　　 ■織 ・－教職見開の逢準がよくと■れている 、

室、
∃

評価対象 　 両者

勧 占

保　　　 護 －■　　 者 ′地　 域　 の ■方

・学 級 評 ■議 長 ・

5
開かれた学枚 実∴　 態

学 校 だ よ りや 学 年 ・学 級 だ よ り で 学 校 の こ

と が よ＿く わ か る

学 校 だ よ ．り 等 で 学 校 の 取 組 が よ く わ か る

授 業 参 観 ・懇 談 会 の 開 催 は－／ 適 当 で あ る 学 校 は ， 学 校 参 観 を よ く 設 け 七 い る

学 校 に は ， 気 軽 に 相 軟 で き る 先‾生 が い る ＿学校碇 は，行 きやすい諦囲寒が ある ■

教 職 ‾農 は ， 家 庭 訪 問 や 地 域 の．行 事 に 積 極 肘 ■教 鱒 負 は ． 地 姐 行 事 に 積 極 的 に 参 卯 レ て

に 参 加 し t い る い る ’

‾6

実 ＝　‾態 1；

学 校 は ， 事 故 防 止 等 一安 全 に よ・く配 慮 し∴て レ！

る ‘

学 校 は ， 子 ど も 甲 貸 金 に －ケ い て よ く・配 慮

施 設 ・設 備 して い る

施 設 ∴設 備 は＿整 理 ・整 頓 さ れて ヤ、る 施 設 －・設 備 は ． よ く整 理 ・■・整 頓 ■さ れ て い る

7 ＿
評　　 価

通 知 票 は ． 子 ゼ も の 個 性 や 努 力 が わ か り＿や

す く 記 述＿さ れ て い る ・・

工1－：

卦 知 票 は ， 子 ど も の 学 習 状 ・況∴や 達 成 卑 が＿＿わ

か りや す く 記 述 さ れ て い る－

8

活 ∴ 一動

地域で の活卿 こ子 どもたち と参加 してシ、る　　　　 ～，地域で の行事 に■よ り多 く・のチ ビもや地域 の方 が参加

‘きる よう 工夫 を してい る

蔚 T A 活動や 地域で の活 動に進 んで参加 ・協九 して ‾■学校教 育■情動や 地域野草 に進 んで参 加 ・協力 して い

い る ヤ＼．る・、

子 音 で

家 庭学習や読 審の習慣 が身＿に付 く皐 うな環 境づ く り二・

家庭 ・地 域の役割 に　 めている
子 ども とのふれ‾ぁいや対 結を持つ よう努 力 してい る 仁子 どものい る家 庭へ積 極的に声かけ をす るな ど地域

全体で子育てを、支えている

r基本的生活習軌　 が身に付 くよ うに努力 しでい る－ 手 ども皐 ちの健全育成 を目指 して． あい さつや声か

け を地域ですす めている

家族で家庭の役割を決 めてい る

　 授業参観や懇談会 に参加 して C、る。．

連 ・ 携 ∴ 学校 の教育方針 ・目的 を理解 し，家庭の教育 をすす 」　めている ．　　　　 J



学校評価システム基本図（秦）

前年度学校評価‾をもとに

保護者　‥√・PTA
：一学級懇談会

地域の方：一挙校だより

評議員　一一・・評鼓鼻の
集い

1学期の教育計画
1学期の実践・取組
学校公開（自由参観）－一

期末の評価

2学期の実践・取組
学校公開（自由参観）‥

研究報告一て一一一一…一－…
懇談会　－－－
2学期末の評価　一－…－一－－

年間評価　…－－…一…－－－－－－・

今年度学校教育活動の総括
及び次年度の計画の説明
・PTA総会
・学校評議員の集い
・学校だより

恩

次年度の学校教育計画にいかす

学校行事　一・終了後に協議

学校経営．一一一…校長・
学級経営・…一一学級担任
校務分掌　一…－・各主任
教育活動全般　…職員協議

学校行事・一終了後に協議

学校経営・…・・校長
学級廃営　一，＝・■・・・学級担任
校務分掌　一…－・●各主任
教育活動全般　…職員協議

学校行事・・■・終了後に協嵩

学校経営・一一一一一一一校長
竿政経営・－一一二一・学級担任
校務分掌　－…・・各主任・
教育活動全般　一一戦貴腐議

年間教育活動自己評価　一一職員
（観点別）

校長たよる教職員との個人懇談

・保護者・地域・評議員
（説明に対する評価）

・保護者・地域・評議員

・保護者・地域・評嵩員

一俵落着・地域・評議員

ー保護者・地域・評議員

－26一

実践研究協力校の取組の概要

r21世紀の学校づくり推進校j　の中から，学校評価を積極的に取
り組んでいる学校」＝、学校5校・中学校2校）を実践研究協力校と
して指定し，平成13年12月未時点での取組状況をまとめた。

Aづ、学校

・幸 一①敏育寵動‾の改革を甲郵 こし，、学校数膏の一層の充衰を図‾る

ら

l†

② f‥T A や地政の評価 を取 り入れ，r開かれた学校づ くりJ■、、，をさらに進める。

癒

這

の・－■

痍 ．■

要

【良一阜評価‾】

③昨年 の評価結果考革にト各分掌で本年度 の重点的 な取埠に由す る辞儀項 目を作・

成す る。

②毎学期 ごとに甘己廓鹿 （アンケ⊥ ト形式）す 畠∴教務部が集 計し，各部で取組

の進捗状況を明 らかにする。．その結阜 を校内研修 で共通‾理解 し，次学期の鱒組

に生かす。

＿．〔外部評価】

◎ 日曜参儀や地域 の会 （連合会貴会），◆p T A の役員会な・どを通 して学鱒 の基本

方針を説明 し，＿意見を除 くふ

、⑳ 1 学期の参痕 日にアシケー‾ト形式で外部評廓■を行い，その結果 を分析 ・考察 し

′全保革者 に r学校だよ りの辞価特集号J で知 らせる。二

・◎ 内容によ？七鱒，学級奉読会のテー＿マ と－：して取 り入れ る。

二物 ‾）今次の教育改革で学力は低下しないのか。

▲完全学校琴 ．5 日制で甲子 ども甲埠 ギし方ぢ・＿？．ケさて，．ト．．．．

・授 ．‾■．十春分嘗 や重昂 会が中心 と五．‾り‾－∴評．価項．日．を作成す る。．．ニー」密廟結果は，教務部で集

内 計 ・分析 を行い，校内研修で取鱒 の進捗状鱒につ いての共通琴解 を由 り’，課題 を

体 ＿

耕一‾‾

密らか6ちす る。・　　　　 ′＿．・

戌

果

と

課

【成東】

①学校評価 は各学期 ±：吏に■実施す ることによ り－，課題が よ り明 らかにや り＿，＿年草

－－一途ヰでの素早い改善が琴易に－な■るなど具体簡 な実陰に庵セ‾ろ‾‾い吏‾。

（例）外部評価の結界■＿「子 どもの体力 のな さが気になるJ の声が多 くありJ 自己

評価 たおいて も課題 になっていた。 このた め持久走 を帯時間の中に位置づけ．

取 り親 んでいる。

②記名式で自己評価 をすることにより，教職員一人ひ とりが主体的に取 り組 める

よ うになった。

③外部評価七 より，保轟音や地域の期待 －・願いが具体 的に知 ることができた8 ま

た学校へ’の関心も」層 高まってきた。

題 【課琴】

①分析，検討，取組への修正に時間が取 りに くい。

②評価項 目や評価 内容 に見合 った藷価方法の工夫が必要。



B　小学校

① 教職 員 の 意 識 改革 を図 り， 学校祖 廟 の 変革 を推進 す る。

ね　 ② 外＿甜 評価 を適 して子 ど もを多 面 的に 捉 え る と ともに ，保後 者 や地 域 甲願 い を学校

ら‾‾　 運 営 に反 映 させ る。、
い　 ③学 校 ・豪 庭 ・地 域 が子 ど もの課 愚 を共 有す る こ とで ・お 互 いの 責任 を 自覚 し，■そ

れぞ れ の役 割 を果 たす こ　　 ・－t′

【自己評 価 】
取　 ① 学牧 評 価 た関 す る研 修 会 を実施 しト 学校 評価 や 評価 結 果公 開 の意 義 に？ いて の－共

通 理解 を図 り，全 教 職員 が 自己評姐 （■岳学 期 中 間 と学 年末 ）－を実 施す る。

組　 ②集 計 ・分 析 を し，課 題 につ いて は研 修会 で共 通理 解 を図 る。

　 ③ 自己評 価 琴 に r改善 案 J の項 目を簸 け， 主体 的 な参 画意識 が もて る・よ うにす るi二

の

【外 部評 価 】

概　 ① 昨年 度 の 外 部評 価の 詞 行 を基 争こ，ア ンケ ー ト項 目の検討 を行 う ，

② 今 年 度 も， 参 観 日ご とに （年 7 回）， 同 じ評価 項 目で評 価 を実 施 す る， さ らに年

要　 度 宋 た は，・一分併 した も’の を r学校 だ よ りj や評 議員 め集 ま りで 公 開す る。

校　 ①教 務 部 が 自己評 価 や 外部 評価 の原 案 を企 画 」立廣 し・・企 画委員 会 で 検討 を加 え，

内　 一職員 会議 で 共通 理 轡 を図 る。

体 ②集 計 は， 教 務部 が 行 い，‾ぬ 祈や 課 題解 決 へ の鱒 組 は；各校 務 分 掌で 具体イヒす る。■

制

［成果 1
①外 部 評価 に よ り授 業 を評■価 され る機 会 が増－え・授 業改 善 が加 速 され る。

② 教職 員 は， 自己酵 価 の項 旨を よ り具体 的 に設 定す るこ とに よ り・教 職 員 はそ ■の 内

容 を 自分 の課 題 ・と して捉 え るこ とが で きた。

成　 （例 ） 研 究 の取 組 を 充実 させ るた 軋 ■研 究委 員 会 は計 画的 に行 われ たか。

③ 保 護者 が どの よ うな視 点 か ら授睾 を見て い るか が 明ち か に寧 る とと もに，・．課 題 ・と

果　 な ろた 点 につ い て， 教職 員 は説 明す る必 要 があ る と感 じ始 めて い る。

（例） 参 観 授 業 に先 だ ？七 ，前 時 の 流れ か ら本 時 のね らい があ る こ とを説 明す るな

と■　　　 どの工 夫 を行 った。

．④ 自分 の子 どもの様 子 だ けで なく 教 員 の授 業 内容 や学級 全 体 の様子 ，他 の子 ど もの

課　 言 動 にま で保 護者 の 参観 の視 点 が広 が った 。

題 【課 虜 】

① 地 域 の実 態 ・子 ども の課翠 に応 じた．評 価 内 容に 厳選す る 必要が あ る。

◎ 組 織 的 な分 析 を通 して ，それ ぞれ の 分掌 で 活用 を図 るこ．とが 大切 で あるこ

③ 各個 人 の 評価 力 量 を高 め る必 要 が あ る。

C　小学校

ね ー①学校 が・どの程度 機 虚 して い るか を見定 め．，改 善策 を明痍 にす る。

ら ② 自己評価 を よ り客観 的な もめ にす るた め ，外 部 の評価 を行 う＿。

V＼■

取

鼠

の

癒

要 ’

【自己評価 】

① 学校評価 の意 義 につ いて 教職員 の共通 理 解 を図 る。

② 昨年度 の評価 を も とに，本年 度 の学校 組 織 を決 定 し， 「評価 項 目j や 「判 断 基 準」

を共通理解 す る。－

③ 各学期末 た r学級 産 営 自己評価 」．（記述 式 ） を次 の分 担 に よ り実施 す る。

学校運 営 －（校 長 ）　 学級 産 営 （教員 ）　 校 轟 分掌‾（各主任 ）

④ 学年束 に は， 全教 職 員 が r個 人 の観 点別 評 価 」．＿（ア ンケ ー ト形 式）′　を実 施 し，‾校

長 の指導 を受 け るな か で，指 導力 の向 上 に つな 喜ヂる。

【外 部評価 】

① ′4 月 当初卜校 長 が P ・T A 給 会や 「学校 評議 員 の奮 い」．にて 学校 教育 計 画 を．説 明 す

る。

② 1．・3 学期 の r学校 公 開j や 2 学 期 の r研 究 発 表会 」．■を適 して ，嘩 筆 者や 地 域 卜

評議員 の方 に よる アシ ヶー ト形 式の 評価 を実施 す．る。

③ 学年末 に ，全保 護 者 へ観 点別 （ナ ン ケー ト形 式 ト の学校 評価 票 を配 布 し，評 価 し

・て いた だ く。‾．評議 員 に は 「評 議 員 の集 い・j・■に て．，・趣 旨を畢 明 し評価 を実 施す る。

校 「教 育活 動 評価 委 員会 J を組 織 す る。 「学 校評 価 J に’っ いて は ト校 長 が原 案 を作

内

体

制

成 し，教 頭 ■■■・教務 主任 に意見 を求 め， 職員 会 で 共通迦 姐 を・困 るふ

成

果

と

課

題

【成 果】・・

① 毎 学期， 学校 ・学 級 経営 や分 掌 め仕 事 を・自．已評価 す る こ■とに．よ りト 各 自の 責 任 と

自覚が高 ま った。

② 外 部評価 の結 束 ，一学 校 に村す る保 線 者や 地 域 の期 待や ねがい ， また 学校 と して の・

責任 が■よ り明確 になっ た。

（例）■　保護 者 は， 一番 に基礎基 本 の定 着 を求 めて い る。

教 職員 の熱 帯 あ・る－．教育 姿勢 が 求 め られ て い る。

③各 学期 ご とに実 施す るこ とに よ り，教 育 活動・の 計画 一説 明 一美 串一 評 価 のサ イ ク】－

・ル が， よ り生 きた もの、と■な った。

【課層 】

「観 点別 の外部 評 価J で は概 括的 セ あ り， 評価 す る方 に よ らて は焦 点 が絞 りに く

か った。■

（例 ） 「教 職 員 の熱 意 J の 項 目は ，個 人の 熱 意 を 評価 す る のか ， 学校 の 全 体 的 な

熱 意 な のか答 えに くい。



Dカ、学校

ね ①子－どもキちの学校生活を生き生き■と楽しいものにし，字鱒庭草や授嚢の改善 i・充

美た生かす＿ふ

②保護者や地域の願い ・期待を知′り，より「地域に開かれた幸佼づく・りj を逸め尋。　　l■

－ら
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【自己評価】

①学校評価についての研修会を持ちi 具体的な評価項目を割 と学校評価の意義を共

・通理廃する。
②学期末に各学級は r学級経営自己点政義J を基に自己廓徳を年 うこ

【外部評価】 －■‥－
①1‘月の 「土曜参観日J を利用し，鹿茸者ヰ学校評価アγケー、、トを‾奉廃する。

◎3 学期に，全児童に rより′よt、学校をめざして」のアンケ÷トを夷施する。－．

■③ 1月の r学校辞議員の集いJ で・評価 （アンケー ト含む）一浩翠をも・とに憩鬱を行
い，意見を伺 う。

①校長が中心となり 「評価項目J と r判断基準 （4 段酎 」‾．の唾棄を作成し，‾＿‾企鱒 ・

・委員会で検討し職員会議で共通理解を図る。
②実施乳 集約は孝頭が行い，校長 ・教頭 ・教務主任で分析し鱒貞会議で改善策を

協議する。

【成果】
①保護者によ・るア㌢ケー トでは，保落着の教育への膚いとそ町 こ応・える．ための喪題

が明ら－かになった。－
（例）rT 寧な授業j 「子ども主体の授業」「興味関心意欲のもセ‾る授業」「学年ご

との基礎基本をきっちり身につける授乳 等が強く求められてい・る。・．
②家庭との一連掛 こおいて軋 rた－より－J だけでは不十分であーり－∴直接の会話が求あ

られている。また懇談会も学校側の一方的な話たなっている等反省さや られた。

〔課題】＿＿＿

①子どもによるアンケー トの結果を，学級担任の自己評価と併せて分析 し，学級経．

営の改善を．していく必要がある。

②学校評価－を全将兵が主体的に取り組めるよう，学校評価－の意義についての研修が
今後も必要である，

校
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星止学校

・ね

ら

も

①学校から地域に本校教育の紬 を琴壊する指針 とする。

②教育申琴や教育活動をより 鳩 車藩 をJ∴もあにする。

、－③保寮費や地域の・なふ で ・・「育て奉れ≠どもJ．・・の沓 を兵有する。

■、′【自己評鹿】■－

取

盛

鱒

垂

校

① 「‾兜牽の学習の状況J t指導め状軌 牒 育鹿革の実施状軌 「琴卑 を支え卑語状

町 如 ウ†、て－・争学翠末に全教戦局が記挙式で 陀 紬 する？また年度東には

′‾＿＿一博 廃棄J を作成－し実施する。

∴【外語評砿ト■　 ＝・）． ㌧∴∵J
、①殊締 如 ；∴∴筆きるだけ暗広く多鱒冬草を衷如 せ総 や∴日舶 観や人権啓発．＿

参料 璃 敵船 テント ト形式で美感す阜言 辛十十 ・－′＝、

・②評価痩兢i≠■ィ教員の碍導や子－ども一蝉 弼 和 一r教育号俸キ領 青＝楓 ．楕 てたい
予・せこも像と細 碩 究た？いそJイ緒 と媚 敷 地 を碩 軌 についての項
舶 畳紙 喪舶 して、いた・だく・。寓 ・－・・▲如 ←†・牒 如 しで／何・．をする鱗　Iムー・

セき冬めかを十緒に考え吏いける項旨も含ある。－，

順 卜家風 ま子育ての役割を翠草t ∴学痙走協机 て瞥・‥、－る・仁一、
家庭束おいても／学習 ・生活 ・轟びのプログラム鱒できている＿こ・・　‾ヽ一†・

・r廉かれた学校

内

体

．・制二＿

‾け －▼づくりJ－を推挙する畢筆者を穐断 ら誘 こ・を拷と・し纏 める。

　　 ・・■†＋い・－→・・、一一　　　 こJpr・べ∴「∴・－■・－－・】・叫→W叩W山一い融・・・ン●【h■∴ト′・・：…・しJ・帆・・L－－・－－・▲いb・トンンヽ・りソ■・し√加L．■・ヽ人1・．㌧．．｝。
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■【成果ト 1、・∴ ‘ご㌻

①外部御 者畔 地 育に紳 る期納 車り ネ ギも纏 ち着いて 療業を受けてし†

冬－－j－－一旛 喜如 ∴辛が限 ら丸て一輝 一事を挙げてや庵 い子へ車 だすを痕ら－－て欲し

い」イ手どもの話をゆっくり腐朽、て欲し－い∫r学如 様子をもっと徹 りたい」等，

異体的‾に分かり・・・取組の改・善に隼か・しやすい。

②学齢 ら錦 艶車線 、と∴評亜者の如 七・めや評臆正対する意藤摘 ま－－サ，一声

を生かしやすいこ・と・が分からたhこ■
③実施した結果の報告は迅速に行 う・と効果的である。

【誅磨】
①細 項目の内容と一協働体制づく りに向け七の発信内容と欄 革を整理t 次年度

に活用できるよう・・に・・して串く▲必．要がある。

②できるだ礪 広■く倖謹者や地如 方から評価していただき，課題となった点を，

謙虚に受け止め，・・教育活動の充実 ・改善に素早く生かす必要がある。・
教職員の資質向上にかかわ・る評価項・目の結果をふまえ，教職員の意識改革に活か

して小＿く必要がある。
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①学校活動のすべての紺 にわたる一教育目印 具現化に向－けて・学校がその教育的

機能をどの程度難 してい一．るのかを∴泰観ぬ且つ総合的に判断し，筑題と改善
云き点を明らかにして∴より′適切・な学校教育活動を実■現する。

②学投評葛昂の努叩 外部紺 を適・して，牒越 碑 を・学校経営嘩 映・し，・今後のゥー　　　　㌣、ノ‘■

す

学

二鹿改善に資する。・
＿取

鱒

概

要

①学校評議員制度甲素麺∴背離 より極 細 覧，・鳩 き女療究・チ ヰ‾レイジ年針

推進事嚢などを中心と・して／地域と結ばれた学疲づく－りを簸進している。
②学校評価に関する年間計寧を作成するこ

u

u

「「1pし月

・t 自卓評価】
・1月十 2 月に全教職員に自己点検アングー′トを実科　　　j■　　　′十

■【外部評価】
①年度当匹 立ち上げた学校評蔑帥 方祀 外部評価をレり、ただく‾た牟亘∴評

．′項目を検討し，評価基準，判定基準を作成するこ② 2月－6 日にアンケート形式で学校評議員の方刃 こよる評如 実施し，・・考察サトニる。

校
‘内

体
制

①校内の姐感化はゃて．＿いない．が，学嘩評東員対象の細 那 －・評価率如 涙 顔

が作成，し，評価薄黒め考如 教頭 凍 務主任に意見を求めつつ校長が行う■d ・
②次年齢 ま学校細 碩 的充実を寧ろ草め時 効嘩の・ある学校評価琴早会 （壊称

奉

ヨ

を組織する。

中学校・
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ら
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①学校教育活動の成果と弼 を明和 するととも笹課題解決へ・の細 や鱒 線 ∴

組細改革を図－り，地域に倍額される学校づくりを推進する。
②外部評価を通して夷億把握と課題確翠を客観的におこ帥 ・保覇者や生琴の軒

を学校運営に反映させる。

③学疲，家庭，地域が生徒の具体的な姿を通して共通理解を図り・連携と協力を革
・盤としづつ生徒のよりよい成長にむけたそれぞれの責任と役割を果たす。
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組

概

要

①学校評価に関する年間計画を作成する。

②年度当初に金網 員に学校評鶉員制畢，学校評価の意義七やらいについで校長か
ら執明し，■嚢連理解を図る。■L

【自己評価］

．1月 2 4 日～ 2 月 2 1 日た負数職員に自己点検ア■■ンケ⊥ トを実施。

〔外部評価〕
①・7 ， 8 月に外部評価について検札 （だれに・いつ，どんな評価，結果をとう生

かすか。アンケー ト項目甲検討な・ど。）
② 2月■に外部■評価アンケー トの革軋

保護者対象→ P T A 運営委員対象に実施∴次年度は・全疲保護者に実施予定。
生徒対象 →生徒会役員対象に実施。座談・会で要望・意見を聴取

・③学校評議員に保護者 ・生徒対象のアンケー ト結果を示し←意見を伺う。

校
内
年

轟

本年度は校長を中心に，教頭 ・教務主任が原案を企画・立案し，・運営委員会で検

腐 の上∴将軍会議で共通理解を図り実施する。次年度は・校内組織を立ち上げ対象

の拡大と集計 ・分析結果を各校務分掌での課題解決ぺの取組に生かすこ＝
a


